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 ＜数理工学センター長　時弘 哲治＞

03 ニュース
 ・  デジタル庁主催「e-Gov*データコンテスト」にて、数理工学科西川研究室の4年生濱田一輝さんが最優秀賞を受賞

 ・  工学研究科数理工学専攻の大学院生が
The 13th Taiwan-Japan Workshop for Young Scholars in Applied Mathematicsにて口頭発表・受賞

 ・  米国で開催された国際研究集会（NCUR）に数理工学科の学生の研究成果が採択され、発表を行いました

 ・  大学院生・学部生計5名がg-RIPS-Sendai 2023（東北大）へ参加しました

05 活動報告
 1 MCMEセミナー開催報告
 2 第8回 龍谷大学武蔵野大学連携シンポジウム
 　2023年度 龍谷大学武蔵野大学学生交流会
 3 MCMEシンポジウム2023開催報告
 4  EMaTの報告

2023年度 大学院修士3名（第04期生）修了
研究集会を九州大学IMIと共催
OLIS-武蔵野大学保険フォーラム開催

 5 第9回数理工学コンテストの報告

10 センター員研究紹介
 1 血管新生とパターン形成　由良 文孝
 2 「線分の平均」と材料科学　児玉 大樹

12 センター員紹介／センター連絡先／編集後記
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　2023年4月に武蔵野大学数
理工学センター長を、坪井俊セ
ンター長から引き継ぎました。
初代センター長が薩摩順吉先
生、2代目が坪井先生で私で3
代目となります。薩摩先生、坪
井先生が築き多大な実績を残し
てこられたこの数理工学の拠点
を維持し一層発展させる所存で
す。今後ともどうぞよろしくお
願い申し上げます。
　2023年は、COVID-19の影
響も徐々に薄れ、研究交流も活
発になってきました。8月20日

から25日まで、国際機関であるICIAM (International Council 
for Industrial and Applied Mathematics) が 4年に一度開催
する 国際研究集会 ICIAM2023が、早稲田大学の早稲田キャン
パスにおいて日本で初めて開催されました。約100の国・地域
から5,500名（オンライン1,500名を含む）が参加し、盛況のう
ちに終わりました。武蔵野大学数理工学センターのセンター員や
数理工学科の学生も運営に協力し、高石先生が招聘されたPierre 
Jolivet氏や佐々木先生が招聘されたHatem Zaag氏らを招き、
武蔵野大学でサテライトミーティングも開催されました。今後、
海外の研究機関との連携がますます広がることと期待されます。
　10月には、社会からの要請に数学コミュニティ全体で応え、 
総合知構築を実現するオールジャパン体制のプラットフォーム
として、MfIP (Math for Industry Platform) が九州大学のマ
ス・フォア・インダストリ研究所に設立されました。全国の数学
研究機関との間でネットワークを構築し、数学コミュニティ全体
で社会・産業・諸科学分野からのニーズにワンストップサービス
で応える体制を構築するものです。武蔵野大学数理工学センター
もMfIPの17の連携機関の一つに加わりました。企業からのイン
ターンシップによる連携、研究者データベースへの参加や中高生
へのアウトリーチ活動などで協力し、日本における数理工学の拠
点としての役割を果たしてゆくことになります。
　昨年度、浄泉寺住職上山先生の全面的な支援のもと、山口県長
門市油谷の浄泉寺および楊貴館で開催された武蔵野大学数理工学
センター長門研究集会の後継となる研究集会が、今年度は佐々木
先生を研究代表者とする九州大学マス・フォア・インダストリ研
究所の共同利用一般研究集会（武蔵野大学数理工学センター共
催）として開催されました。企業を含めいくつかの他機関の研究
者と数理工学科の先生方が様々なトピックスについて講演し研究
討論する合宿型の研究集会です。数理工学科の大学院生9名と学
部4年生3名も参加し、九大はじめ他大学の先生方と活発に意見
交換を行い、前回同様たいへん有意義な研究集会でした。今後
も、継続してゆきたいと考えています。

　数理工学センターのメインの行事である数理工学シンポジウム
は11月15日16日に有明キャンパスの会場とzoomでのオンライ
ンを同時に用いるハイブリッド形式で行われました。
　数理工学シンポジウムは、毎回素晴らしい講演者に来ていただ
いているおかげで、シンポジウム後のアンケートでも好評で、広
い数理工学の世界の動向がわかると高い評価をいただいていま
す。今年度もハイブリッドということで、会場とオンラインを合
わせて100名をこえる参加をいただきました。
　毎年行われている龍谷大学との連携シンポジウムは、今年度は
龍谷大学で2024年2月22日から3日間の予定で行われます。こ
の連携シンポジウムでは教員の研究発表とともに学生院生の研究
報告が行われています。数理工学科からは、大学院生4名と学部
4年生1名の講演が決まっています。来年度は武蔵野大学がホス
トになります。夏休み期間中に行われる龍谷武蔵野大学学生交流
会とともに、貴重な学生の交流の場として継続して行きます。学
生院生の意識も高まっており、コンテスト等への応募とともに応
用数理学会やTaiwan-Japan joint workshop などの研究集会
で研究発表をおこなっています。2023年3月に台北で行われた
The 13th Taiwan-Japan Workshop for Young Scholars in 
Applied Mathematicsでは、修士１年（当時）の鈴木舞羽さん
がExcellent Presentation Awardを受賞しました。
　内外の研究者に最先端の研究トピックについてお話しいただ
き、数理工学分野のすそ野を広げ、学際的な研究連携の促進を目
的とした数理工学(MCME)セミナーは、今年度は第56回から第
69回まで合計14回の開催となりました。有明の会場とzoomで
のオンラインのハイブリッド開催をおこなっており、対面での直
接の情報交流とともに、多様な内容のセミナーにオンラインで容
易に参加できる場を提供しています。
　今年度で10回目となる数理工学コンテストは、身の回りの事
項や社会的な問題を数理の力を使って探求し解き明かすレポート
を大学入学前の生徒から募り表彰するものです。第9回の授賞式
は2023年3月25日にオンラインで行われました。
　その他にも、6月にOLIS‐武蔵野大学保険フォーラムが数理
工学センターの共催で開催され、g-RIPS-Sendai 参加メンバ
ーに修士1年生2名と学部4年生2名が選ばれ、デジタル庁主催 
e-Govデータコンテストで学部4年生 濱田一輝さんが最優秀賞を
受賞するなど大きなニュースが続きました。詳細については本ニ
ュースレターの記事をご参照ください。
　関係者の異動につきましては、今年度由良文孝先生が着任され
現在は12名のセンター員、11名の客員研究員というメンバーで
研究活動をおこなっております。また児玉大樹さんが数理工学セ
ンターの特別研究員となられました。
　これからも当センターは数理工学からの社会貢献のために積極
的に活動してまいりますので、皆様のご支援をよろしくお願いい
たします。

数理工学の拠点として
数理工学センター長　時弘　哲治

Message
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　デジタル庁主催の「e-Govデータコンテスト」で、工学部数理工学科西川研究室４年生の濱田一輝さんが最優秀賞を受賞し、12月10日（日）にデ
ジタル庁で開催された表彰式で、河野太郎デジタル大臣から表彰を受けた。　　　　*総務省管轄の行政情報のポータルサイト

「e-Govデータコンテスト」について
　魅力をアピールしたい地域を選定し、その地域が抱える課題に対してe-Govデータポータルのオープンデータを使用した原因分析をもとに解決策を
提言する作品を募集し、審査・表彰するコンテストである。2023年9月26日～ 11月6日まで作品の募集が行われ、45チーム・104名の方から作品
の応募があった。濱田さんの作品はその中から最優秀賞に選ばれた。

受賞作品「北海道における新しい鉄道のあり方」
　北海道富良野市を通る鉄道は赤字となっている。バス
の運転士不足で将来バスを増やすことによる解決も難し
い状況であり、移動弱者が拡大する懸念がある。鉄道と
車の利便性を向上させることによって、住民と観光客に
よる潜在的な鉄道需要が喚起されると考えられることか
ら、車と人を乗せて線路を走行する電動台車、未来型鉄
道RACo(Railway ‒ Auto ‒ Container)を提案した。
　RACoは、半デマンド型運行管理と自動運転により、
人手とコストをかけずに、需要の変動にも対応可能な自
動運行が可能である。RACoの利用は、電車利用者の利
便性向上、車利用者の負担軽減によって、生活、観光の
行動範囲の拡大に繋げることができ、ひいては、公共交
通（鉄道）の持続可能性、観光客の増加、地域経済の活
性化に貢献するものと期待される。

デジタル庁主催「e-Gov*データコンテスト」にて、
数理工学科西川研究室の4年生濱田一輝さんが最優秀賞を受賞

表彰式にて。向かって左から順に、河野太郎デジタル大臣、濱田一輝さん、渡辺美智子審査員（立正大学教授）、石戸奈々子審査委員（慶應義塾大学教授）

News

濱田一輝さんのコメント
　この度は、e-Govデータコンテストで最優秀賞を受賞し、大変光栄に思います。このアイディアは、大学２年生の時のプロジェクト授業で生まれたものです。その時は受賞には至りません
でしたが、そこから得た学びを活かし、更にアイディアを磨いて今回のコンテストに挑みました。作品では、多角的な視点からのデータ分析を行うことで、説得力を高められたと思います。
また、提案内容には、システム設計の概要や費用試算、既存案との比較も含めることで具体性のある提案になりました。
　今回の受賞は、武蔵野大学での４年間の学びの成果だと思います。データ分析の基礎となる線形代数や統計学はもちろん、プロジェクトやプログラミング演習など実践的な学習に１年生か
ら取り組めたことが私にとって意義がとても大きく、それによって分析ツールを活用した課題発見や課題解決の面白さを味わえるようになりました。特に、私の所属する西川研究室の西川哲
夫教授の指導は、２年生のプロジェクトの時から大きな支えとなっており、深く感謝しています。今後も努力を続け、さらに成長していきたいと思います。

西川哲夫教授のコメント
　本学数理工学科西川研究室では、データサイエンスの考え方と技術を身に着けるために、この数年間様々なコンテストにチャレンジしてきました。コンテストでは、通常、課題発見と課題
解決のための提案の２つが求められます。本研究室では、課題の発見のためには、常に様々な分野の先端的な話題をウォッチし、個別のデータに至るまで徹底的に分析することを心掛け、課
題解決のためには、背景の本質的な理解に基づいて、発想の転換と新しい技術の導入を組み合わせることによって、インパクトのある解決方法を目指しています。
　濱田一輝さんは、当初から志が高くアイディアが豊富で、時間を惜しまず上記のような活動を実践してきた一人です。今回の作品では、富良野市の状況へ元々関心があり、鉄道の廃線問題
と車移動の状況調査をするうちに湧いたインパクトのあるアイディアを、単なるアイディアに終わらせず、新しい半デマンド型の運行方式や、最近の潮流であるフォグコンピューティング
（クラウドと機能分散の組合せ）を用いた自動運転にまで展開することができており、実現性を期待させる提案になっていると思います。
　今後の研究では、これまで以上に独創性の高い、内容的にインパクトのある研究を期待しています。

関連リンク
・ 国のオープンデータを活用して地域課題に取り組む学生向けのコンテスト「e-Govデータコンテスト」を実施しました
　https://www.digital.go.jp/news/04e9d926-d0ba-4572-9d28-ecc0f1fea425?fbclid=IwAR3Pg5AZY9So3w_QyHdgf4_zbZ-543XjWLRcivOQpq1Fkd2wHW#grand-prize
・河野大臣記者会見（令和5年12月12日）【e-Govデータコンテストの受賞結果】
　https://www.digital.go.jp/speech/minister-231212-01
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　g-RIPS-Sendai 2023は、アメリカの学生と日本の学生がパートナー企業から提供された課題に取り組み、8
週間にわたり解決に至る道筋を学ぶ国際的なインターンシッププログラムです。東北大学が主催となり、理研の
iTHEMS，UCLAのIPAMが共催しています。
　今年度の開催期間は、２０２３年6月19日から8月8日までで、本学大学院数理工学専攻および総理工学科から
合計5名の大学院生と学部生が参加しました。本学学生は3つのグループに分かれ、富士通、IHI、NECの各パート
ナー企業が提供した数理課題「AIの説明可能性の強化」、「車流・神流データの軌跡外挿によるリアルタイム交通制
御」、「AI交渉エージェントによるサプライチェーンマネジメント」に、アメリカの研究大学の学生と協力して精力
的に取り組み、一定の成果を達成しました。8週間にわたり英語を用いてアメリカの学生と円滑にコミュニケーショ
ンをとり、共同で一定の成果を出したことは、学生たちの未来のリーダーとしての潜在的な可能性を示すものであ
り、社会への積極的な貢献と今後の世界での活躍に期待が寄せられます。

　2023年４月13日～ 4月15日に米国のウィスコンシン大学オー・クレア校にて開催された国際学
会National Conference on Undergraduate Research (NCUR 2023)での研究成果発表におい
て、数理工学科3年生（3名）が英語で発表を行いました。※NCUR：学部学生の研究促進を目的として1987

年に設立された米国の学会

　今回の発表のテーマは「最適化」です。最適化とは数々の候補の中から「最も良いもの」を求める
ことです。例えば、トラックの積載量の上限や到着時間などを考慮した、移動距離が最短になるト
ラックの運送経路の取得、予算を考慮しながら、リスクを最小限にする資産の組み合わせの取得な
ど、最適化問題は物流、金融、防災、創薬、広告など、様々な分野の意思決定の場にあらわれます。
日本では、業種・分野を問わずデジタルトランスフォーメーション（以下、DX）化が推進されていますが、最適化問題を解
く作業は、まだまだアナログ作業が多く、多くのコストがかかっています。このため、最適化問題を解く作業のDX化による
業務の効率化は多くの業界に恩恵をもたらすと期待されています。近年、最適化問題を解くのに特化した量子コンピュータも
登場し、最適化問題のDX化がさらにたくさんの関心を集めるようになりました。本研究では、物流業界にあらわれる最適化
問題を対象に、この問題の解を求めるアルゴリズムの開発を行っています。

　工学研究科数理工学専攻では 3/1-3 に台北の NCTS（国立台湾大学内）で開催された ”The 13th Taiwan-Japan 
Workshop for Young Scholars in Applied Mathematics” に参加し、修士 1 年の鈴木舞波さんが口頭発表を行い、
Excellent Presentation Awardを受賞しました。鈴木さんはまばたきの数理モデルという、身近ではありますが未開拓な
テーマに取り組んでいます。
　この研究発表交流会では、発表はすべて英語で行われ数理科学に関係する幅広い分野の若手研究者が一堂に集まり交流する
ことで、他分野の海外研究者に対しても自分の研究内容を上手く説明できる発信力の高い研究者の育成を目指しており、これ
までの受賞者の中からは大学教員も育っております。
Excellent Presentation Award
鈴木舞羽（工学研究科数理工学専攻修士1年）
発表タイトル：Mathematical model of eye blinking

　山川さんは、ポートフォリオ最適化問題と呼ばれる問題をコンピュータ解き、考察を行いました。できるだけ安定した収益を得ながら、リスクが低くなる
ような銘柄の組み合わせを求める問題をポートフォリオ最適化問題と呼びます。株式投資などを行う際に用いられる最適化問題ですが、この問題に対し、コ
ロナ禍前、コロナ禍中、コロナ禍後の実際の財務データを用いてポートフォリオ最適化問題を解き、考察を行いました。
　平松さんは、福岡空港における誘導経路と航空機の発着スケジュールの最適化問題について考察を行いました。誘導路の距離データを取得し、それをもと
にダイクストラ法と待ち行列理論を用いて誘導路最短ルートを求め、一定の間隔を保ちながら空いた滑走路に向かうプログラムを構築し、搭乗ゲートを航空
機が離れる時間、遅延時間の算出に加え離着陸機に対しての新たな時刻表を提示することを可能としました。
　正木さんは、天候などによる航空機の遅延が発生した際、どのようにスケジュールを組み直すのがよいか、最適化問題を定式化し、新しいスケジュールを
求めました。
　NCURでは、上記の内容についてポスター発表を行いました。
引用　1：News & Events　https://www.musashino-u.ac.jp/news/20230526-03.html　2：武蔵野大学しあわせ研究所通信 Vol.104　https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/happiness_incubation.html

各グループの成果が掲載されているWebPage（g-RIPS Sendai 2023）
https://www.mccs.tohoku.ac.jp/g-rips/g-rips2023.html

大学院生・学部生計5名がg-RIPS-Sendai 2023（東北大）へ参加しました

工学研究科数理工学専攻の大学院生がThe 13th Taiwan-Japan Workshop for Young 
Scholars in Applied Mathematicsにて口頭発表・受賞

米国で開催された国際研究集会（NCUR）に数理工学科の
学生の研究成果が採択され、発表を行いました

News

数理工学科学部3年生
正木歩さんの発表の様子

数理工学科学部3年生
平松勇紀さんの発表の様子

数理工学科学部3年生
山川祥さんの発表の様子

鈴木舞羽さんコメント
私は、今回が初めての国際研究集会への参加となりました。英語でのプレゼンであったため、事前にスライドの準備や発表練習をして臨みました。他の人の研究内容については英語で少し分
からなかった部分もありましたが、数式やシミュレーション結果を提示していただいたおかげで、理解の促進に繋がりました。本研究集会では様々な学生と研究について議論を交わし、ま
た、賞を受賞することができて大変貴重な経験をすることができました。今回の経験を活かして、自身の研究促進に努めていきます。
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■第56回MCMEセミナー

日　時：2023年4月19日（水）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館412教室、ハイブリッド開催

講演者： 大田 佳宏 氏（Arithmer株式会社）

上坂 正晃 氏（Arithmer株式会社）

講演題目：社会問題に貢献する数理科学

コーディネーター：坪井 俊（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第57回MCMEセミナー

日　時：2023年6月21日（水）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館412教室、ハイブリッド開催

講演者：唐木田 亮 氏（産業技術総合研究所 人工知能研究センター )

講演題目：深層学習アルゴリズムを操る: Fisher情報行列と学習レジーム

コーディネーター：木下 修一（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第58回MCMEセミナー

日　時：2023年7月5日（水）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館412教室、ハイブリッド開催

講演者：木村 芳文 氏（名古屋大学 大学院多元数理科学研究科)

講演題目：渦運動と流体方程式の特異性 ―トポロジカル流体力学の展開

コーディネーター：坪井 俊（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第59回MCMEセミナー

日　時：2023年7月12日（水）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館412教室、ハイブリッド開催

講演者：井元 隆史 氏（産業技術総合研究所 新原理コンピューティング研究セ

ンター )

講演題目：D-Wave マシンを用いた 量子アニーリングの励起状態探索

コーディネーター：佐々木 多希子（武蔵野大学工学部数理工学科 講師）

■第60回記念MCMEセミナー

日　時：2023年8月28日（月）13：30 ～16：40

場　所：武蔵野大学有明キャンパス５号館401教室、ハイブリッド開催

講演者： Takeshi Takaishi  (Musashino Univ.)

Atsushi Suzuki  (Osaka Univ. / RIKEN) 

Pierre Jolivet  (CNRS)

講演題目：FreeFEM - now and in the future

コーディネーター：高石 武史（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第61回MCMEセミナー

日　時：2023年8月30日（水）16：00 ～17：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス５号館401教室、ハイブリッド開催

講演者：Hatem Zaag（CNRS/University of Paris North)

講演題目：Solution to the semilinear wave equation with a stylized 

pyramid shaped blow-up set

コーディネーター：佐々木 多希子（武蔵野大学工学部数理工学科 講師）

■第62回MCMEセミナー

日　時：2023年10月25日（水）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館411教室、ハイブリッド開催

講演者：齊木 吉隆 氏（一橋大学 経営管理研究科)

講演題目：高次元カオスのミニマルモデルについて　

コーディネーター：木下 修一（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第63回MCMEセミナー

日　時：2023年12月6日（水）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館303教室、ハイブリッド開催

講演者：佐伯 修 氏（九州大学マス・フォア・インダストリ研究所)

講演題目：微分トポロジーを用いたデータの可視化

コーディネーター：時弘 哲治（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第64回MCMEセミナー

日　時：2024年1月17日（水）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館303教室、ハイブリッド開催

講演者：田中 一成 氏（早稲田大学 理工学術院 国際理工学センター）

講演題目：クラウド教育システムCES-Alphaは教育と研究にどう貢献するか？

コーディネーター：坪井 俊（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第65回MCMEセミナー

日　時：2024年2月13日（火）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館411教室、ハイブリッド開催

講演者：篠崎 菜穂子 氏（フリーアナウンサー / 数学コミュニケーター）

講演題目：数学と社会をつなげるアウトリーチの方法

コーディネーター：坪井 俊（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第66回MCMEセミナー

日　時：2024年2月19日（月）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館411教室、ハイブリッド開催

講演者：松尾 宇泰 氏（東京大学大学院 情報理工学系研究科）

講演題目： 最適化・力学系・数値解析～連続最適化への数値解析学的アプロー

チ～

コーディネーター：高石 武史（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第67回拡大MCMEセミナー

日　時：2024年2月21日（水）11：00 ～17：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館411教室、ハイブリッド開催

講演者：東 康平 氏（東京大学大学院数理科学研究科 博士課程）

セミナータイトル：One day workshop on differential equations in the 

complex domain

コーディネーター：高石 武史（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第68回MCMEセミナー

日　時：2024年3月1日（金）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館411教室、ハイブリッド開催

講演者：篠崎 裕司 氏（日本銀行 金融研究所 経済ファイナンス研究課）

講演題目：数理ファイナンスの考え方：実務と学術における最近の問題意識を

交えて

コーディネーター：時弘 哲治（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

■第69回MCMEセミナー

日　時：2024年3月11日（月）17：00 ～18：30

場　所：武蔵野大学有明キャンパス４号館411教室、ハイブリッド開催

講演者：長 康雄 氏（東北大学 未来科学技術共同研究センター）

講演題目：走査型プローブ顕微鏡が切り開く表面科学と電子デバイス応用への

展開～走査型非線形誘電率顕微鏡を中心として～

コーディネーター：時弘 哲治（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

数理工学セミナー（MCMEセミナー）を開催しました。

大田 佳宏 氏
上坂 正晃 氏

(Arithmer株式会社)

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター：坪井 俊（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

4月 19日(水) 17:00-18:30
武蔵野大学有明キャンパス，4号館412教室，ハイブリッド開催

参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 4/17（月）

第第56565656回回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓↓↓↓参参加加登登録録ははここちちらら
↓↓↓↓

国際展示国際展示場 徒歩徒歩7徒歩7分国際展示国際展示場場 徒歩徒歩
東京ビッグサイト

徒歩徒歩徒歩7徒歩
徒歩

7分分
徒歩徒歩徒歩6

分分
徒歩徒歩666分

数数理理科科学学がが社社会会，，ああるるいいはは我我々々のの未未来来へへ果果たたすす役役割割はは大大ききくくななっっててききてていいるる．．
そそううししたた中中でで，，AArriitthhmmeerr株株式式会会社社はは，，「「数数学学でで社社会会課課題題をを解解決決すするる」」ををミミッッシショョンン
にに，，社社会会をを取取りり巻巻くく様様々々なな課課題題にに対対ししてて，，AAIIをを含含むむ数数理理科科学学ををベベーーススととすするるソソ
リリュューーシショョンンをを提提供供ししててききたた．．
本本講講演演前前半半でではは，，実実際際にに弊弊社社がが取取りり組組んんででききたた事事例例ををももととににししてて，，様様々々なな業業界界
ににおおけけるる数数理理科科学学のの役役割割をを紹紹介介すするる．．ままたた，，後後半半でではは，，浸浸水水被被害害へへのの取取りり組組
みみをを例例ににととりり，，河河川川水水位位をを予予測測すするる数数理理モモデデルルととそそののパパララメメーータタ推推定定ににつついいてて
紹紹介介すするる．．ここののモモデデルルははタタンンククモモデデルルとと呼呼ばばれれ，，常常微微分分方方程程式式系系でで記記述述ででききるる
ももののででああるる．．実実際際にに観観測測さされれたた水水位位かかららここののタタンンククモモデデルルののパパララメメーータタをを求求めめ
るる逆逆問問題題ととそそれれをを用用いいたた氾氾濫濫水水位位予予測測ににつついいてて，，我我々々のの結結果果をを紹紹介介すするる．．

M
usashino

Center of M
athem

atical Engineering
Sem

inar

佐伯 修 氏
(九州大学マス・フォア・インダストリ研究所)

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター： 時弘 哲治（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

12月 6日 (水) 17:00-18:30

第第63636363回回
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武蔵野大学MCMEセミナー

↓↓参参加加登登録録ははここちちらら↓↓

実験や計測，，あるいはシミュュレーーショョンで得られるデーータは，，数学
的的ににはは，，ああるる平平面面領領域域やや空空間間上上のの関関数数やや写写像像のの離離散散ササンンププルル
デデーータタとと解解釈釈ででききるるここととがが多多いい．．ささららににはは，，そそののよよううなな関関数数ははししばば
ししばば微微分分可可能能ででああるる．．そそううししたた微微分分可可能能なな関関数数やや写写像像をを扱扱うう理理論論
的的枠枠組組みみがが数数学学ににははいいくくつつかかああるるがが，，ここここでではは微微分分トトポポロロジジーー，，
特特にに写写像像のの特特異異点点論論のの枠枠組組みみににつついいてて簡簡単単にに解解説説しし，，そそれれががどど
ののよよううににデデーータタ可可視視化化にに応応用用ででききるるかかににつついいてて概概説説すするる．．ささららにに，，
そそううししたたデデーータタ可可視視化化手手法法がが，，数数学学のの研研究究
へへフフィィーードドババッッククさされれたた例例ににつついいててもも紹紹介介しし
たたいい．．

国国際際展展示示場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館303教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 12/5(火）

M
usashino

Center of M
athem

atical Engineering
Sem

inar

田中 一成 氏
(早稲田大学 理工学術院 国際理工学センター)

問い合わせ先:武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター: 坪井 俊（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

11月月 1177日日 (水) 17:00-18:30

第第64回回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓↓参参加加登登録録ははここちちらら↓↓

CES-Alpha（（https://www.ces-alpha.jp/））はは、、数数理理・・ププロロググララミミンンググにに特特化化ししたたククララ
ウウドド教教育育シシスステテムムでであありり、、2015年年にに新新潟潟大大学学・・劉劉雪雪峰峰のの手手にによよりり開開発発がが開開始始さされれたた。。
ここののシシスステテムムはは、、ブブララウウザザをを通通ししてて操操作作可可能能ななJupyter Labををベベーーススととししたたププロロググララ

ミミンンググ教教育育ププララッットトフフォォーームムをを提提供供ししてていいるる。。標標準準的的ななブブララウウザザととイインンタターーネネッットトささええ
利利用用ででききれればば、、目目的的にに合合わわせせたたププロロググララミミンンググ環環境境をを利利用用すするるここととがが可可能能ででああるる。。
対対応応ししてていいるるププロロググララミミンンググ言言語語ははPython, C言言語語, Java, Octave, Juliaななどど多多岐岐
ににわわたたるる。。現現在在、、CES-Alpha開開発発チチーームムでではは、、GPTをを活活用用ししたたププロロググララミミンンググ採採点点
補補助助機機能能やや受受講講者者向向けけフフィィーードドババッックク機機能能のの開開発発にに取取りり組組んんででいいるる。。ささららにに、、CES-
Alphaはは特特徴徴的的なな数数学学演演習習機機能能をを備備ええてておおりり、、独独自自のの数数式式処処理理技技術術にによよりり、、数数式式

のの等等価価性性をを確確認認しし、、柔柔軟軟なな自自動動採採点点をを行行ううここととがが可可能能ででああるる。。問問題題文文中中のの変変数数（（パパ
ララメメーータタ））ををラランンダダムムにに変変化化ささせせるるここととでで、、受受講講者者そそれれぞぞれれにに異異ななるる問問題題をを自自動動的的にに
出出題題すするるここととががででききるる。。本本講講演演でではは、、CES-Alphaにによよっってて現現在在ままででにに実実現現ししてていいるる
こことと、、ささららにに教教育育現現場場ででのの具具
体体的的なな利利用用例例をを紹紹介介すするる。。
ままたた、、開開発発ににおおけけるる課課題題、、そそ
ししてて講講演演者者自自身身のの研研究究利利用用
にに関関すするる体体験験ににつついいててもも紹紹介介
すするる。。本本内内容容はは、、劉劉雪雪峰峰
（（東東京京女女子子大大学学教教授授））、、齋齋藤藤
裕裕（（新新潟潟大大学学特特任任准准教教授授））とと

共共同同でで構構成成さされれたたももののででああるる。。

国国際際展展示示場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館303教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切: 1/16（火）

M
usashino

Center of M
athem

atical Engineering
Sem

inar

篠崎 菜穂子 氏
(フリーアナウンサー/数学コミュニケーター)

問い合わせ先:武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター: 坪井 俊（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

2月 13日 (火) 17:00-18:30

第第65回回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓↓参参加加登登録録ははここちちらら↓↓

デデジジタタルル社社会会ででああるるSociety5.0時時代代をを生生きき抜抜くくたためめにに、、AI・・数数理理・・デデーー
タタササイイエエンンススのの教教育育のの重重要要性性がが高高ままりり、、そそのの根根底底ににああるる数数学学力力にに注注目目
がが集集ままっってていいるる。。そそのの一一方方でで、、数数学学にに苦苦手手意意識識ををももつつ市市民民もも多多いい。。
今今回回のの講講演演でではは、、私私ががアアナナウウンンササーーのの仕仕事事をを通通ししてて携携わわっっててききたた、、メメ
デディィアアをを通通ししてて数数学学ややササイイエエンンススををわわかかりりややすすくく伝伝ええるるたためめのの工工夫夫やや難難
ししささ、、イイベベンントトややSNSななどどをを通通ししてて行行っってていいるるささままざざままななアアウウトトリリーーチチ活活
動動ににつついいてて紹紹介介すするる。。ままたた、、昨昨年年3月月ままでで大大学学院院でで研研究究ををししてていいたた「「ここ
れれかかららのの時時代代にに必必要要ととさされれるる数数学学力力」」やや「「そそれれをを伝伝ええるるたためめののココンンテテンン
ツツ作作りり」」ににつついいててもも触触れれるる。。

国国際際展展示示場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館411教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切: 2/12（月）

M
usashino

Center of M
athem

atical Engineering
Sem

inar

松尾 宇泰 氏
(東京大学大学院 情報理工学系研究科)

問い合わせ先:武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター: 高石 武史（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

22月月 1199日日 (月) 17:00-18:30

第第66回回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓↓参参加加登登録録ははここちちらら↓↓

連連続続最最適適化化手手法法とと常常微微分分方方程程式式（（力力学学系系））のの数数値値解解析析のの間間にに緊緊密密なな
関関係係ががああるるここととはは古古くくかかららよよくく知知らられれてていいるる．．
近近年年，，Su-Boyd-Candes (2014NeurIPS) にによよりり，，高高名名なな Nesterov
のの加加速速勾勾配配法法にに対対応応すするる力力学学系系のの存存在在がが指指摘摘さされれ，，
ここのの視視点点にに基基づづくく研研究究がが再再びび脚脚光光をを浴浴びびてていいるる．．ししかかししななががらら，，そそここにに
おおいいててはは力力学学系系（（連連続続））はは最最適適化化手手法法（（離離散散））にに
一一定定のの示示唆唆をを与与ええるる
ののみみでで，，連連続続とと離離散散のの
対対応応がが十十分分議議論論さされれ
知知見見ががフフルル活活用用さされれてて
いいるるととはは言言いいががたたいい．．
本本講講演演でではは，，ここのの描描像像
にに当当然然期期待待さされれるる数数値値
解解析析学学的的なな視視座座ががももたた
ららすすももののをを，，講講演演者者ららのの
近近年年のの結結果果をを中中心心にに
紹紹介介すするる．．

国国際際展展示示場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館411教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切: 2/18（日）
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問い合わせ先:武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター: 佐々木 多希子（武蔵野大学工学部数理工学科 講師）

22月月 2211日日 (水) 11:00-17:30

第第67回回

1111::0000  -- 1122::3300  東東 康康平平 氏氏((東東京京大大学学大大学学院院数数理理科科学学研研究究科科 博博士士課課程程））
“特特異異積積分分ををももつつシシスステテムムのの数数理理ととそそのの交交通通流流現現象象へへのの応応用用””
交交通通流流ののママククロロモモデデルルととししてて知知らられれてていいるるBBuurrggeerrss方方程程式式はは，，運運転転者者のの無無限限
認認識識距距離離をを仮仮定定ししてていいるるここととがが知知らられれてていいるる．．認認識識距距離離をを実実質質的的にに有有限限ととすす
るるよよううななモモデデルルがが特特異異積積分分ををももつつ非非線線形形偏偏微微分分方方程程式式ととししてて提提案案さされれてていいるる..  
本本講講演演でではは，，様様々々なな特特異異積積分分ををももつつ方方程程式式ととそそのの解解がが複複素素領領域域のの方方程程式式にに
対対ししてて，，解解析析性性をを課課すすここととでで導導かかれれるるここととをを紹紹介介すするる．． ここのの手手法法をを用用いいてて得得らら
れれるる特特異異積積分分ををももつつモモデデルルをを用用いいてて交交通通流流現現象象ににつついいてて解解析析しし，，パパララメメーータタ
にに応応じじてて密密度度勾勾配配がが変変化化すするるここととややデデッッドドロロッックク現現象象がが生生じじるるここととをを説説明明すするる．．

1133::3300  -- 1155::0000 竹竹井井 優優美美子子 氏氏 ((茨茨城城工工業業高高等等専専門門学学校校 国国際際創創造造工工学学科科））
““完完全全 WWKKBB  解解析析とと位位相相的的漸漸化化式式””
WWKKBB 法法はは SScchhrrööddiinnggeerr 方方程程式式のの近近似似解解法法のの一一つつでであありり、、歴歴史史的的にに
はは量量子子現現象象をを理理解解すするるののにに役役立立ててらられれててききたた。。ププラランンクク定定数数にに関関すす
るる形形式式級級数数解解ととししてて構構成成さされれるる WWKKBB解解ににBBoorreell 総総和和法法をを適適用用すするる
ここととにによよりり、、近近似似法法ででははななくくeexxaacctt なな解解析析手手法法ににししたたののがが完完全全WWKKBB解解
析析ででああるる。。指指数数函函数数的的にに小小ささなな項項ままででをを含含めめたた漸漸近近解解析析がが可可能能ととなな
るるここととでで、、WWKKBB解解のの接接続続公公式式ななどどををeexxaacctt にに書書きき下下すすここととががででききるる点点
ががここのの手手法法のの強強みみででああるる。。一一方方,,位位相相的的漸漸化化式式はは行行列列模模型型のの相相関関函函
数数がが満満たたすすlloooopp 方方程程式式をを一一般般化化ししたた枠枠組組みみでであありり、、ここのの漸漸化化式式かからら様様々々なな幾幾何何学学的的不不変変量量がが計計算算ささ
れれてていいるる。。本本講講演演でではは、、ここのの完完全全WWKKBB解解析析ととはは全全くく異異ななるる背背景景をを持持つつ位位相相的的漸漸化化式式ががももたたららすす視視点点にに
つついいてて紹紹介介ししたたいい。。

1155::1155--1155::4455 清清水水 千千晶晶 ((武武蔵蔵野野大大工工MM11)) 「「非非線線形形KKlleeiinn--GGoorrddoonn方方程程式式系系のの数数値値解解析析」」
楊楊 家家宝宝 ((武武蔵蔵野野大大工工MM11)) 「「連連続続最最適適化化とと微微分分方方程程式式のの数数値値解解析析」」

1166::0000  -- 1177::3300    高高安安 亮亮紀紀 氏氏（（筑筑波波大大学学 シシスステテムム情情報報系系））

““二二次次非非線線形形性性をを持持つつ複複素素数数値値発発展展方方程程式式ののヘヘテテロロククリリニニッックク軌軌道道とと特特異異性性のの計計算算機機援援用用証証明明””
二二次次のの非非線線形形性性をを持持つつ非非線線形形発発展展方方程程式式（（非非線線形形熱熱方方程程式式
複複素素ギギンンツツブブルルクク--ラランンダダウウ方方程程式式、、非非線線形形シシュュレレデディィンンガガーー方方程程
式式））をを考考ええ、、解解のの大大域域的的ダダイイナナミミククススにに関関すするる計計算算機機援援用用証証明明にに
よよるる最最近近のの結結果果をを紹紹介介すするる。。精精度度保保証証付付きき数数値値計計算算とといいうう数数値値
計計算算技技術術をを基基にに、、非非自自明明なな平平衡衡解解のの存存在在証証明明、、平平衡衡解解周周りりのの不不
安安定定多多様様体体のの厳厳密密なな構構成成、、発発展展方方程程式式のの解解のの数数値値求求積積、、おおよよびび
漸漸近近挙挙動動解解析析をを駆駆使使すするるここととにによよっってて、、各各平平衡衡解解間間ののココネネククテティィンン
ググオオーービビッットトやや不不安安定定多多様様体体のの軌軌道道上上のの非非有有界界なな解解のの存存在在をを示示
すすここととにに成成功功ししたた。。当当日日はは得得らられれたた各各成成果果をを主主にに介介しし、、そそここかからら得得らられれるる未未解解決決問問題題ににつついいててもも議議論論しし
たたいい。。本本研研究究ははJJeeaann--PPhhiilliippppee  LLeessssaarrdd,,  JJoonnaatthhaann  JJaaqquueettttee,,  岡岡本本久久各各氏氏ととのの共共同同研研究究ででああるる。。

武蔵野大学 第67回拡大MCMEセミナー

↓↓参参加加登登録録ははここちちらら↓↓

国国際際展展示示６６分分場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館411教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切: 2/20(火）

東 康平 氏 (東京大学大学院数理科学研究科 博士課程）
竹井優美子 氏 (茨城工業高等専門学校 国際創造工学科)
高安 亮紀 氏（筑波大学 システム情報系）
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篠崎 裕司 氏
(日本銀行 金融研究所 経済ファイナンス研究課)

問い合わせ先:武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター: 時弘 哲治（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

3月1日 (金) 17:00-18:30

第第68回回
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武蔵野大学MCMEセミナー

↓参参加加登登録録ははここちちらら↓

数数理理フファァイイナナンンススはは、、デデリリババテティィブブ（（金金融融派派生生商商品品））のの価価格格付付けけ理理論論をを中中核核
ととすするる応応用用数数学学のの一一分分野野ででああるる。。理理論論とと金金融融実実務務がが相相互互にに影影響響をを与与ええ合合いいつつ
つつ、、確確率率論論ののみみななららずず数数理理科科学学のの諸諸分分野野ややIT技技術術ななどどとともも密密接接にに関関わわりりなながが

らら発発展展ししててききたた。。「「難難ししいい数数学学をを使使っってて、、儲儲かかるる株株をを探探すす分分野野ななののかか？？」」とと
ししばばししばば誤誤解解さされれるるがが、、リリススクク（（将将来来のの不不確確実実性性））をを正正ししくく評評価価すするるここととをを
主主なな目目的的ととししてていいるる。。ここののリリススククのの正正ししいい評評価価ののたためめにに、、統統計計的的なな手手法法でではは
ななくく、、精精緻緻なな数数学学(確確率率微微分分方方程程式式/ママルルチチンンゲゲーールル理理論論)にによよるる手手法法をを用用いいるる
ののがが、、大大ききなな特特徴徴ででああるる。。

本本講講演演でではは、、ままずず、、数数理理フファァイイナナンンススににままつつわわるる誤誤解解をを解解消消ししつつつつ、、「「複複
製製」」やや「「無無裁裁定定」」とといいっったた基基本本的的なな考考ええ方方をを紹紹介介すするる。。ととくくにに、、確確率率微微分分方方
程程式式ななどどのの道道具具がが必必要要ととななるる理理由由をを発発見見的的なな方方法法でで明明ららかかににすするる。。そそののううええ
でで、、実実務務とと学学術術ににおおけけるる先先端端的的なな話話題題をを、、そそのの発発展展経経緯緯ととととももにに紹紹介介すするる。。
ととくくにに、、(1)数数値値計計算算問問題題とと数数理理科科学学のの諸諸分分野野のの交交わわりり、、(2)機機械械学学習習にによよるる発発
展展可可能能性性、、(3)数数理理フファァイイナナンンススのの最最近近のの問問題題意意識識かからら現現れれるる非非線線形形問問題題やや非非
整整数数階階微微積積分分ななどどににつついいてて、、概概説説すするるここととをを試試みみるる。。

国国際際展展示示場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館411教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切: 2/29（木）

M
usashino Center of M

athem
atical Engineering Sem

inar

⾧ 康雄 氏
(東北大学 未来科学技術共同研究センター)

問い合わせ先:武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター: 時弘 哲治（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

3月11日 (月) 17:00-18:30

第第69回回
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武蔵野大学MCMEセミナー

↓参参加加登登録録ははここちちらら↓

走走査査型型トトンンネネルル顕顕微微鏡鏡がが発発明明さされれてて以以来来多多くくのの走走査査型型ププロローーブブ顕顕微微鏡鏡
がが開開発発さされれ表表面面科科学学のの発発展展にに大大ききなな足足跡跡をを残残ししててききたたここととはは周周知知のの事事
ででああるる．．そそのの中中ででもも近近年年はは電電気気計計測測にに特特化化ししたた走走査査型型ププロローーブブ顕顕微微鏡鏡
をを用用いいたた電電子子材材料料・・デデババイイスス計計測測・・評評価価ととそそのの応応用用へへのの関関心心がが高高ままっっ
てていいるる．．本本講講演演でではは講講演演者者独独自自のの発発明明のの静静電電容容量量顕顕微微鏡鏡ででああるる走走査査型型
非非線線形形誘誘電電率率顕顕微微鏡鏡（（SNDM））をを中中心心にに置置きき，，ここれれをを用用いいたた原原子子ススケケ

ーールル誘誘電電計計測測やや誘誘電電体体・・半半導導体体材材料料・・素素子子評評価価技技術術，，更更ににはは次次世世代代超超
大大容容量量ハハーードドデディィススククドドラライイブブ実実現現をを目目指指ししたた超超高高密密度度強強誘誘電電体体記記録録
応応用への展開について，研究の楽しさ苦しさ研究者の夢を交えてお話
ししできればと考えている．

国際展示示場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東京ビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館411教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切: 3/10（日）

M
usashino Center of M
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inar

唐木田 亮 氏
（産業技術総合研究所 人工知能研究センター)

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター： 木下 修一（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

6月 21日 (水) 17:00-18:30

第第57575757回回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓↓↓↓参参加加登登録録ははここちちらら↓↓↓↓

大規模な深層ニューラルネットは様々な課題で高い性能を発揮し
ているが,, その学習手法には発見的側面が強いものも多く,, 未知
のの挙挙動動もも現現れれるる.. 特特にに,,アアルルゴゴリリズズムムはは無無数数ににああるる解解のの中中かからら陰陰
的的にに解解をを選選択択すするるたためめ,,ここううししたた陰陰的的ババイイアアススををふふままええたた理理解解がが重重
要要ととななっっててくくるる.. 本本講講演演でではは,,深深層層学学習習アアルルゴゴリリズズムムののふふるるままいいをを
FFiisshheerr情情報報行行列列とと学学習習レレジジーームムのの視視点点かからら紹紹介介ししたたいい.. ままずず,,基基本本
的的なな考考ええ方方をを概概観観ししななががらら,,具具体体例例ととししててNNeeuurraall TTaannggeenntt KKeerrnneell
((NNTTKK)) レレジジーームムににおおけけるる自自然然勾勾配配法法のの解解析析をを紹紹介介すするる.. ここここでではは
発発見見的的にに開開発発さされれててききたた近近似似自自然然勾勾配配がが最最良良のの収収束束性性をを達達成成でで
ききるる.. ままたた関関連連ししてて,,勾勾配配正正則則化化ととそそのの線線形形ネネッットトででのの解解析析をを紹紹介介
すするる.. 解解のの選選択択をを学学習習レレジジーームムのの切切りり替替わわりりかからら特特徴徴づづけけるる中中
でで,, 望望ままししいいアアルルゴゴリリズズムムのの設設定定をを明明ららかかににすするる..

国国際際展展示示６６分分場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館412教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 6/19(月）
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木村 芳文 氏
（名古屋大学大学院多元数理科学研究科)

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター： 坪井 俊（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

7月 5日 (水) 17:00-18:30

第第58585858回回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓↓↓↓参参加加登登録録ははここちちらら↓↓↓↓

流体運動の基礎方程式であるNavier-Stokes 方程式やその非
粘性極限でであるEEuulleerr方程式は非線形のの偏微分方程式でですが，，
そそのの非非線線形形項項はは簡簡単単なな変変換換でで速速度度ベベククトトルルとと渦渦度度ベベククトトルルののベベクク
トトルル積積でで表表すすここととががででききまますす．．よよっってて空空間間内内のの速速度度とと渦渦度度のの幾幾何何
学学的的なな位位置置関関係係にによよっってて流流体体方方程程式式のの非非線線形形性性がが決決ままるるここととがが
分分かかりりまますす。。本本講講演演ででははククレレイイ数数学学研研究究所所ののミミレレニニアアムム問問題題のの一一
つつででああるる「「NNaavviieerr--SSttookkeess方方程程式式のの適適切切性性//特特異異性性」」にに関関連連ししてて渦渦
衝衝突突//リリココネネククシショョンンにに伴伴うう特特異異性性ににつついいてて最最近近のの結結果果をを理理論論とと
数数値値解解析析のの両両面面かかららごご紹紹介介ししまますす。。渦渦のの相相互互作作用用にによよっってて誘誘起起
さされれるる速速度度場場がが渦渦をを引引きき延延ばばししてて強強めめてていいくく過過程程をを粘粘性性ががどどののよよ
ううにに阻阻害害すするるかかがが問問題題ののキキーーポポイインントトでですす。。

国国際際展展示示６６分分場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館412教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 7/3(月）
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井元 隆史 氏
（産業技術総合研究所ー

新原理コンピューティング研究センター)

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター： 佐々木 多希子（武蔵野大学工学部数理工学科 講師）

7月 12日 (水) 17:00-18:30

第第59595959回回
武蔵野大学MCMEセミナー

↓↓↓↓参参加加登登録録ははここちちらら↓↓↓↓

量子アニーリング(QA)は、量子的な性質を活用した組み合わせ最
適化問題の解法として提案され(Kadowaki-Nishimori 1998)、近年で
はは様々々な応用用が期待されてていいる。。また、、DD--WWaavvee社にによよっってて大規模
ななデデババイイススがが実実現現さされれ、、商商用用提提供供もも行行わわれれてていいるる。。QQAAでではは通通常常、、解解
ききたたいい問問題題ををイイジジンンググ模模型型のの最最ももエエネネルルギギーーがが低低いい状状態態（（基基底底状状
態態））をを求求めめるる。。一一方方、、近近年年でではは暗暗号号やや量量子子化化学学ななどどのの分分野野でで基基底底状状
態態にに限限ららずず、、特特定定のの準準位位のの励励起起状状態態をを求求めめるるここととへへのの期期待待もも高高ままっっ
てていいるる。。先先行行研研究究ととししててQQAAににおおけけるる励励起起状状態態探探索索がが理理論論提提案案((SSeekkii
eett aall 22002211))さされれてていいたたがが、、実実際際ののデデババイイススででのの実実行行ににはは様様々々なな困困
難難がが存存在在ししてていいたた。。本本講講演演でではは、、前前半半ででQQAAのの基基礎礎的的ななレレビビュューーをを
行行いい、、後後半半でで我我々々がが提提案案すするるDD--WWaavveeデデババイイススをを利利用用ししたた新新たたなな励励
起起状状態態探探索索手手法法とと、、実実機機をを用用いいたたデデモモンンスストトレレーーシショョンンのの結結果果
((IImmoottoo eett aall 22002233 aarrXXiivv::22330055..1155997744))ににつついいてて紹紹介介すするる。。

量子アアニ リング(QA)は 量子的な性質を活用した組み合わせ最アニ グ 的な性 を 組 合わ

国国際際展展示示６６分分場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館412教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 7/10(月）
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問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター： 高石 武史（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

8月 28日 (月) 13:30-16:40

第第60606060回

13:30 - 14:00 Takeshi Takaishi (Musashino Univ.) :
“Introducing some simple problems to solve with FreeFEM”
FreeFEM is a popular 2D and 3D partial differential equation (PDE) solver used by 
thousands of researchers worldwide. This makes it easy to implement your own 
mathematical models using simple scripts. We will see its capabilities through 
some examples.

14:10 - 14:55 Atsushi Suzuki (Osaka University / RIKEN):
“Variational problem with constraint and linear solvers for indefinite problem”
Variational setting is the mathematical foundation of the finite element methods for 
several industrial problems. It is sometimes necessary to deal with problem with 
constraint, e.g., in fluid problem, Navier-Stokes equations contain incompressibility 
constraint. The discretized equations are expressed by a KKT system whose 
coefficient matrix is indefinite. We will view robustness and efficiency of the 
GMRES method with preconditioner based on LDU-factorization with proper 
pivoting strategy to avoid instability from the
indefiniteness.This methodology is also
applicable to inequality constraint problem
appeared in a shape optimization problem.

15:10 - 16:40 Pierre Jolivet (CNRS) :
“Deep dive into FreeFEM ecosystem”
One of the strengths of FreeFEM is its ability to interact seamlessly with many 
other scientific libraries, such as MPI for parallel computing, PETSc for (mostly) 
linear algebra, SLEPc for eigenvalue computation, or HPDDM for domain 
decomposition methods. In this presentation, I will highlight some design decisions 
made over the years in order to enable researchers and developers to use 
FreeFEM as a flexible tool to prototype
or implement algorithms, preconditioners,
or coupled solvers in different applied
fields such as computational fluid
dynamics, radiative transfer, solid 
mechanics.

武蔵野大学 第60回記念MCMEセミナー

↓↓参参加加登登録録ははここちちらら↓↓

国国際際展展示示６６分分場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，5号館401教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 8/26(土）

Takeshi Takaishi 氏 (Musashino Univ.)
Atsushi Suzuki 氏 (Osaka Univ. / RIKEN) 

Pierre Jolivet 氏 (CNRS) 
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Mr. Hatem Zaag
（CNRS/University of 

Paris North)

問い合わせ先︓武蔵野⼤学数理⼯学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター︓ 佐々⽊ 多希⼦（武蔵野⼤学⼯学部数理⼯学科 講師）

88月月 3300日日 (水) 16:00-17:30

第第61回回
武蔵野⼤学MCMEセミナー

↓↓参参加加登登録録ははここちちらら↓↓

WWee ccoonnssiiddeerr tthhee sseemmiilliinneeaarr wwaavvee eeqquuaattiioonn wwiitthh
ppoowweerr nnoonnlliinneeaarriittyy iinn 22dd.. WWee ccoonnssttrruucctt aa ssoolluuttiioonn
wwhhiicchh bblloowwss uupp iinn ffiinniittee ttiimmee,, ssuucchh tthhaatt iittss bbllooww--
uupp sseett iiss ppyyrraammiidd sshhaappeedd.. TThhee oorriiggiinn iiss ((llooccaallllyy))
tthhee oonnllyy cchhaarraacctteerriissttiicc ppooiinntt,, sshhoowwiinngg aa mmuullttii--
ssoolliittoonn wwiitthh aalltteerrnnaattee ssiiggnnss.. IInn tthhiiss ttaallkk,, wwee wwiillll
mmeennttiioonn tthhee ssiittuuaattiioonn iinn 11dd,, wwhhiicchh iiss ccoommpplleetteellyy
uunnddeerrssttoooodd..

国国際際展展示示６６分分場場駅駅 徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野⼤学有明キャンパス，5号館401教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の⽅は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切︓ 8/28(⽉）
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齊木 吉隆 氏
（一橋大学 経営管理研究科)

問い合わせ先：武蔵野大学数理工学センター
https://www.musashino-u.ac.jp/research/laboratory/mathematical_engineering/

コーディネーター： 木下 修一（武蔵野大学工学部数理工学科 教授）

10月 25日(水) 17:00-18:30

第第62626262回回

0 25

武蔵野大学MCMEセミナー

↓↓参参加加登登録録ははここちちらら↓↓

パパンンここねね作作業業かからら流流体体・・気気象象ままでで，，世世のの中中ににははカカオオスス，，すすななわわちち ''''予予
測測不不可可能能性性をを伴伴うう決決定定論論的的ダダイイナナミミククスス'''' がが溢溢れれてていいまますす．．
カカオオスス研研究究でではは，，ここれれままででロロジジスステティィッックク写写像像，，馬馬蹄蹄形形写写像像，，ベベーー
カカーー写写像像，，エエノノンン写写像像，，ロローーレレンンツツ方方程程式式ななどどのの具具体体例例をを用用いいたた研研
究究がが，，抽抽象象理理論論研研究究ととととももにに重重要要なな役役割割をを果果たたししててききままししたた．．
講講演演者者ららはは，，高高次次元元カカオオススにに典典型型的的にに現現れれるる数数学学的的構構造造ををももつつ低低
次次元元力力学学系系のの具具体体例例をを最最近近いいくくつつかか提提示示ししままししたた．．
本本講講演演でではは，，そそれれららのの具具体体例例ととそそのの数数学学的的性性質質ににつついいてて紹紹介介ししまま
すす．．

国国際際展展示示場場駅駅  徒徒歩歩７７分分
東東京京ビビッッググササイイトト駅駅 徒徒歩歩6分分

武蔵野大学有明キャンパス，4号館411教室, ハイブリッド開催
参加ご希望の方は，右上のQRコードより参加登録をお願いいたします．
参加費無料 登録締切： 10/24(火）
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活動報告❶

　　　　竹井 優美子 氏（茨城工業高等専門学校 国際創造工学科）
　　　　高安 亮紀 氏（筑波大学 システム情報系）
　　　　清水 千晶（武蔵野大工M1）
　　　　楊 家宝（武蔵野大工M1）
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活動報告❷

　本年度も龍谷大学との連携シンポジウムを開催いたしまし
た。第8回目となる本シンポジウムは武蔵野大学 有明キャ
ンパスにて対面形式で開催いたしました。対面形式での開催

は３年ぶりとなります。本シンポジウムでは、様々な分野の
トピックについて多数の研究発表があり、学生同士の活発な
交流がなされた有意義なシンポジウムとなりました。

　龍谷大学武蔵野大学学生交流会をZOOMを用いたオンラ
イン形式で開催いたしました。交流会では龍谷大学・本学の
学生同士が自身の興味があることについて発表し、同世代な

らではの自由な議論がなされました。学生同士でチベーショ
ンを高めあうよい交流会となりました。

第8回 龍谷大学武蔵野大学連携シンポジウム

2023年度 龍谷大学武蔵野大学学生交流会

日時： ２０２３年２月１０日(金)～２月１２日(土)　場所：武蔵野大学 有明キャンパス ４号館４１２教室

【講演タイトル】（講演順）

「Onset of pulse generator by heterogeneity in coupled excitable elements」 櫻井 建成（武蔵野大学 教授）

「グループ分けされた闘争環境における社会階層の自己組織化」 小暮 真愛（武蔵野大学 M2）

「サッカーのイベントデータを用いたデータ解析」 佐藤 直哉 (武蔵野大学 M2)

「HRTFと加速度センサーを用いたリアルタイム空間オーディオ」 渋谷 朋暉 (龍谷大学 B4)

「スロースタート効果を含む交通流モデルにおけるクラスター分布」 飯田 晋司 (龍谷大学 教授)

「ランダムウォークと確率微分方程式」 合田 宗矢（龍谷大学 B4）

「Poisson 方程式に対する有限要素法の誤差評価」 坪田 凌輔（武蔵野大学 B4）

「個体群の運動とその性質に関する数理的研究」 中山 涼也（武蔵野大学 M2）

「非整数階時間微分を含むFast diffusion equationの質量保存則と解の存在性」 亀高 樹弥 (龍谷大学 M2)

「野球ボールの軌跡の数値計算」 大川 航平（龍谷大学 M1）

「アリの巣作りモデルについて」 中久喜 玲（武蔵野大学 M1）

「保存量をもつ反応拡散系の話題」 森田 善久（龍谷大学 教授）

日時： ２０２３年８月４日(金)　場所：オンライン開催（zoom）

【講演タイトル】（講演順）

「レイティング・ランキングの数理」 宮本 利之（武蔵野大学 M1）

「BSSにおける人間行動の統計則と数理モデル」 板東 佑弥（武蔵野大学 B4）

「確率論:確率過程までの概要」 合田 宗矢 (龍谷大学 M1)

「フェンシング・フルーレ種目における有効突き判定装置の研究開発」 藤田 海渡 (武蔵野大学 M1)

「機械学習による慣性式モーションキャプチャからの姿勢推定」 渋谷 朋暉 (龍谷大学 M1)

「連続最適化アルゴリズムの解析」 楊 家宝（武蔵野大学 M1）

「テキストマイニングとRNNを用いた企業倒産予測」 堀越 裕人（武蔵野大学 B4）

「非線形Klein-Gordon方程式の数値解析」 清水 千晶（武蔵野大学 M1）

「免疫反応の数理解析研究と免疫疾患への応用」 福井 隆史 (龍谷大学 M1)







https://www.musashino-u.ac.jp/academics/faculty/engineering/mathematical_engineering/mathematical_engineering_contest.html#TOP







